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中長期の目指す姿

中期経営計画

財務戦略

全社戦略

目指す姿に向けて成長する企業へ
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中長期の目指す姿

公正
Fairness

誠実
Integrity

共感
Inclusion

挑戦
InnovationServing and Shaping the Vital Platform for a Sustainable Society

「あたりまえ」を守り、創る存在意義
Purpose

大切にする
価値観

Values

1　エネルギー事業の拡大

2　非エネルギー事業の拡大

3　持続的成長の実現

● 関西を軸足として、全国で事業を展開し、ゼロカーボン電源の開発やエネルギーソリューションを中心とした様々なサービスの開発・提供を通じて、
日本のエネルギーの安定供給と脱炭素化を牽引する

● 情報通信や生活・ビジネスソリューションの事業を国内外で拡大する
● さらに、周辺領域・重なり合う領域において、新しい事業を創出し、中核事業へ成長させることで、お客さまに新たな価値を提供する

プラットフォームの担い手であり続ける

● ［エネルギー］：［非エネルギー（エネルギーVXを含む）］＝2：1の利益バランスを実現し、レジリエントな事業ポートフォリオを構築
● オーガニックな成長にこだわらず、M&A やアライアンスも活用し、成長を加速させる
● “ 安定的に利益とキャッシュを創出し、国内で最も成長し続けるユーティリティ事業者 ”を目指す

・経常利益は6,000億円程度
・欧州ユーティリティ企業並みの資本収益性（ROIC：WACC ＋100～150bps）を実現
・財務体質健全化（自己資本比率30％以上）

目標
(2035目途 )

当社は、2024年4月の「関西電力グループ中期経営計画（2021-2025）のアップデート」で、中長期の目指す姿を示しています。
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当社グループは、2021年2月、ゼロカーボン社会の実現に向け「関西電力グループ『ゼロカー

ボンビジョン2050』」を策定し、グループの総力を結集して取り組んでいます。

その中では、持続可能な社会の実現に向け「ゼロカーボンエネルギーのリーディングカ

ンパニー」として、安全の確保を前提に、安定供給を果たすべくエネルギー自給率向上に努

めるとともに、地球温暖化を防止するため、発電事業をはじめとする事業活動に伴うCO2排

出を2050年までに全体としてゼロとすることを宣言しています。

お客さまや社会のゼロカーボン化に向けて取組みを進める上では、お客さまや、ビジネ

スパートナー、国や自治体、研究機関等と積極的に連携します。

当社グループは「ゼロカーボンビジョン2050」の実現に向けて、2030年度を中間地点と位

置づけ、当社の取組みの道筋と目標をゼロカーボンロードマップとして定めています。（2022

年3月策定）

本ロードマップ策定以降、取組みは順調に進捗しており、「2025年度時点で発電による

CO2排出量半減」という目標は2年前倒しで達成しました。これらの取組みの進捗や世界的

な脱炭素化の潮流の高まりを踏まえ、2030年度におけるサプライチェーン全体の温室効果

ガス削減目標を含むチャレンジングな目標を新たに設定しました。（2024年4月改定）

今後取り組みをさらに加速し、「関西電力グループ ゼロカーボンビジョン2050」の実現に

向け、引き続きあらゆるステークホルダーの皆さまと力をあわせて社会全体のゼロカーボ

ン化に取り組んでいきます。

ゼロカーボンビジョン2050 ゼロカーボンロードマップ

「ゼロカーボンビジョン2050」取組みの3つの柱

❶デマンドサイドのゼロカーボン化
デマンドサイドの役割が拡大していくなかで、ゼロカーボンソリューションプロバイダーとして、す

べての部門において、お客さまのゼロカーボン化を実現する最適なソリューションを提案・提供します。

❷サプライサイドのゼロカーボン化
安全確保を前提に、すべての電気をゼロカーボン化し、エネルギー自給率向上による安定供

給や経済性を同時に達成できる、電源の最適な組合せの実現を目指します。
分散型エネルギーリソースの活用やレジリエンスの強化等、多様化する社会ニーズも踏まえて

再エネを最大限導入・主力電源化し、それを可能にする送配電系統の高度化、出力安定性に
優れエネルギー密度が高い原子力エネルギーの安全最優先を前提とした最大限活用、再エネ
大量導入に必要な調整力等に優れた火力のゼロカーボン化に取り組みます。さらに、国際的な
ゼロカーボン化に貢献します。

❸水素社会への挑戦
水素はゼロカーボン社会の実現のために必要不可欠なエネルギーであることから、水素社会

の実現に大きな役割を果たせるよう、非化石エネルギーを活用したゼロカーボン水素の製造・
輸送・供給、発電用燃料としての使用に挑戦します。

中長期の目指す姿

※1 関西電力（株）＋関西電力送配電（株）
※2 GXリーグへ2023年9月に提出した際の排出量目標値と同じ

社会全体の
CO2排出量削減

発電による
CO2排出量

目標

実績

目標

実績

2025年度　2013年度比  半減

2023年度　約56%削減

2030年度

2023年度

2030年度 トップランナー水準　

700万t以上

約257万t

2025年度目標を2023年度時点で
2年前倒し達成

GHG
（温室効果ガス）

排出量
2030年度 50%削減

2030年度 70%削減
2025年度 55%削減Scope1,2※2

（2013年度比）　

Scope1,2,3
（2013年度比）

削減貢献量
(社会全体の
CO2排出量削減）

2030年度700万t以上 Scope4

トップランナー水準

2030年度 　100％ 

お客さまに
お届けする電気の
CO2排出係数

お客さまに
お届けする電気の
CO2排出係数

保有する社有車
電動化率

保有する社有車
電動化率

目標

実績

目標

実績

2030年度

2023年度

2023年度

トップランナー水準

100％

約13％※1

0.401kg-CO2/kWh

新
規
設
定

再
設
定

継
続

継
続

こ
れ
ま
で
の
目
標
と
実
績

新
た
な
目
標
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